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環境改善事業における潔境教育の意義一グアナパラ湾を例として

落合知帆、吉関イオネ、武智昭、松丸亮

(株)パシフイツクコンサルタンツインターナショナノレ

1. はじめに

ブラジノレ国リオデジャネイロ市東部に位置

するグアナパラ湾は、その美しい景観から、岡

市の間際観光都市としての価値を高めている

(写真1)。しかしながら近年、未処理下水の

流入や廃棄物の不法投棄などにより、湾の水質

は著しく悪化している(写真2)。

このため、リオデジャネイロナNでは 1990

年代半ばから、米州開発銀行 (IDB)と臼本の

国際協力銀行 (JBIC)の共関融資により下水

道整備事業を始めとする fグ、アナパラ湾浄化計

闘 (PDBG)Jを実施しているが、湾の環境管

理をより強化し、更なる浄化事業の推進を目的

に、日本の技術協力によるJICA開発諦査「グ

アナパラ湾の環境に関する管理および改善調

査J(以下、JICA調査)が実施された(図1)。

JICA調査では、 1)流域からの汚濁負荷の

流量を記述する汚濁負荷データーベースの構

築、 2)汚調負荷流量により湾内水質を予測す

る水質シミュレーション、 3)種々の汚溝削減

策のシナリオ比較を行い、技術的に実現可能で、

経済性の高い下水道整備計画を提案した。

一方、環境改善に関わるこれまでの経験から、

水質改善をはじめとする環境改善事業の目標

は、社会的側面からの対策を伴って初めて達成

されることがわかってきている。そのため、

JICA調査でも下水道整備等の技術的な側面に

加え、 f環境管理組織の整備J、「環境改善事業

への予算自己分J、「事業実施・運営能力の改善策j、

「地域住民の環境改善への関与Jについて調査

を行っている。

本報告では、グアナパラ湾流域での環境改善

活動を水質改善事業を例にとって整理し、水質

連絡先:(株)パシフィックコンサルタンツインターナショナル

間 1 JICA謂資対象地域

写真1 グアナパラ湾

写真2 水質が劣悪な地点の様子

改善事業に対する理解を得るための環境教育

の意義と重要性について 2つの特徴的な事例

をとりあげ、 ODA事業に従事するコンサルタ

ントの視点から分析した結果を紹介する。
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2. 水質改善における住民の役割と環境教育 改善事業に対する支払意思額が比較的低いと

水質改善のためには流域から流入する負荷 いう結果であった。

の削減が必要であり、そのためには下水道等の 表1 グアナパラ湾の水質改善に関するプログラム

整備による対策が不可欠である。しかしながら、

日本での環境問題を併に取ってもわかるとお

り、個人が以下に示すような環境を考慮した行

動や生活様式を採用し、行政への理解を伴うこ

とで水質改善が促進される。

@環境にやさしい水利用(例えば、油を直接

下水道に流さない)を行う。

@下水道システムへの接続を積極的に行う。

@下水道料金の支払いを行う。

@下水管きょや排水路等にゴミを不法投棄し

ない。

@公共投資(処理場建設や配管の整備)、土地

収用への理解がなされる。

このような行動を地域住民または個人が採

用するためには、環境(水質)に関わる正しい

理解とインセンティプが必要で、あり、環境教育

が果たす役割は大きい。

3. グアナパラ湾の水質政善事業と鴎壌教書

グアナパラ湾流域では、政府の補助金や世銀、

IDBの融資により下水道整備をはじめ様々な

形での水質改善に向けた取り組みが行われて

いる(表1)。これらの取り組みは下水道施設

の建設などハ}ドな対策に加え、環境関連組織

の強化、マングロープの植樹、環境教育などの

ソフトな対策と組み合わされている。

筆者らが器畏している環境教育・住民啓発活

動についても、 NGOを通じて地域や対象を限

定して実施される小規模なものから、連邦政府

や州、!といった行政機関が実施主体となりグア

ナパラ湾流域全体を対象としたものまで多く

の事例がある。代表的な水質改善に関わる環境

教育プログラムについて表2に整理した。

なお、このような環境教育に対する多くの試

みがなされているにもかかわらず、筆者らが

おCA調査中に行ったグアナパラ湾流域の住民

を対象とした環境に関する意識調査では、環境

プログフム名 事業主体 対象 内 宅?iI-

PDBG CEDAE グアナパ グアナパラ湾流域内
ラ湾流域 の都市若11を中心にし

た下水道整備事業主ど

実施

Aguas de Niteroi市 Niteroi 市内の下水処理運営
Niteroi 市 を民間委託によって

実施

Itaborai Itaborai Itaborai 連邦政府の補助金に
Systems 市 首T より小規模処理場の

建設・運営

Nova Mage， Nova IDBの融資により低
Baixada Nilopolis， Bai:xada 所得者腐を対象とし
Program Nov阜 地域の 7 た生活改蕃プロジェ

Iguacu つの地区 クトの一重量として下
など7市 水道整備事業を実践

PROSANEA 連邦政府 リオデジ 世銀と連邦経済銀行
RProgram 予算計画 ャネイロ の融資により低所得

省 州内のブ 者庖の地域の上下水

リオデジ ァヴェラ 道整備の一環として

ャネイロ CEDAEの本管につ

1H なぐ上下水道整備を

実施

Favela醐Bairro リオデジ リオデジ IDBの激資により低
Program ャネイロ ャネイロ 所得者層の生活改警

市 市内のフ の一部として下水道

ァグェラ 整俄を実施

表2 グアナパラ湾の環境教育の現状

プログラム名
事業

スポンサー ターゲット
主体

Movement of Life 国 環境省 グ、アナパフ湾

Protection and the 流域の12の市
Guanabara Bay 
Revitalization 
Program 
活動内容 政府、 NGO、民間の各セクターにおいて

の環境意識と廃棄物管理の向上

Environmental 1'1'1 PDBG グアナパラ湾
Education Project 流域の教的、
ofthe Guanabara コミュニティ
Bay Depollution リーダー
Program 
活動内容 環境教育プロフェッショナルの脊成

San Goncalo 市 National San Goncalo 
Clean City Health Fund 市民

{思}

San Goncalo 
市

活動内容 水に起因するデング紋の発生を防ぐため

各戸をまわりゴミの捨て方の指導を行う

住民意識向上キャンペ}ンを実施

Estacao Maura 民間 PETROBRAS Maje市民
Project NGO Maje市
活動内容 ペットボトルのリサイクノレを行い、そこ

からさ住地 .Tシャツを作成し販売
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4. グアナパラ湾における環境教背の事例

ここでは、対象とする範囲、実施主体が異な

り、今後の日本の水賞改善における支援を考え

る上で示唆に富むと思われる環境教育の事例

を示し、考察を加える。

リオヂジャネイロ掛立大学によるプログラム

PDBGでは(ヲオヂジャネイロ州立大学が

主体となって)グアナパラ湾流域の小中高教師

やコミュニティリーダーを対象に環境教育プ

ロフェッショナノレを養成するプログラムを実

施している(表3)。プログラムの一部として

実施されるアクションプラン策定実習は、現地

踏査を基に間閣を発掘し、その問題解決のため

の改善策を探るものである(図 2)。このプロ

グラムから得られる知見は以下の通り。

調環境に関する専門的な知識を有し、地域の

環境問題を定義、分析し、開題解決のため

の活動を行うことが出来るプロフェッショ

ナノレを養成している。

a養成された環境プロフェッショナノレが学校

や地域住民を対象に活動を行うことで、波

及効果(面的な広がりと人から人への知識

の伝播)が大きい。

m個々のプロフェッショナノレのやる気や地域

住民の協力の麗合いによって活動の内経や

質に蓋ができる(優秀な活動は、州政府や

地方自治体または民間企業に環境活動とし

て採用されている)。

趨アクションプランで策定された活動が十分

に成熟するには時間と細かい計画・指導が

必要である。

組このプログラムを教師やコミュニティリー

ダーに受講させるためのインセンティブや

受講者が一定期間環境教育の現場で働き続

けるような制度の整備が必要である。

国運営費用が高額であり、かっ費用に対する

効果が明示されていないため、プログラム

の継続が危ぶまれている。

表3 大学での環境教育プログラム
タイトノレ Environmental Education PPrroojEercat m ofぬe

Guanabara Bav De自ollution

j調路 6ヶ月から 8ヶ月にわたる 360時間

実施主体 PDBGの一部としてリオデジャネイロ州立大

学が主体となって実施

ターゲット グアナパラ湾流域の教師(小中高)やコミ Z ニ

グループ ティリ}ダー

大学教授や専門議によるクブス授業

-環境lこ隠する専門知識の習得(地理、水文、
内容 生物、下水処緩など)

-実践調交方法やフィールドトリップ

-アクションプランの策定・実路方法(資金

の集め方、幼域住民を巻き込んだグループ

の漆営方法)

地盤でのアクションプランの護定案翠・実施

-現地踏ま壁、問題の分析、改善策の作成

-地域住民へのセミナーやゴミをリサイクノレ

した品物の販売、展示、ファッションショ

ーや演劇の上演など環境意識の改善に寄与

する活動を実施

-環境教育プロフェッシ盟ナノレの養成

成果 -プロフェッショナルを通じた地域住民への

環境教育の緩及による環境への理解と意識

の向上、さらには環境改善

-持続可能なアクションプランの作成・活動

を遜じた情報の共有とノウハウの伝授

z:..;，三五~溢主主~関綴

統存資料iこ示されたもの:

独良のアンケート潟査の結

J， 

問題。公益i.z主a:;足iと俊M 詣工る}
務地E喜主主(JIIの下流の町から上流まで)11をたどる)
の結果、上流での水質はよく、水量も多いことが分
かった鴎

水不足の原因は、水設によるものではなく、取水地
点の水質が怒いことであった。

水質怒化の原悶は、流域にあるヱ場や家庭からの排
水やゴミによる汚E主であることが明らかになった。

+ 占
t主民意識!Qilfl:幸子 滋t誌に関コEる由!I.ll:f!2Jf

住民へのセミナー開催 鎚

し、総題点を明らかに 工場からの排水規制や
し、ゴミの捻て方、水 家庭排水の処辺、ゴミ
利用活動の指導すると の不法投楽などに関す
ともに、地域として昔話 る条例の整備を市に対
境問題lこ取り組むこと して援策した。
の重要伎を説いた。

題2 アクションプログラム策定実習の流れ

NGOによるプログラム

PETROBRAS(ブラジノレ石油公団)の委託を

受けた NGO(CIMA)は、パイロットプロジ

ェクトとして Maua市において、ベットボト

ルのリサイクノレ活動をとおした環境改善と小

規模産業の育成を組み合わせたプログラムを

実施している(表4)。
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表4 NGOによる環境教育プログラム
タイトノレ Estacao Maura Project 
綴関 調査と実施の2段階で約2年

実施主体 PE'I汲OBRAS、NGO(CIMA)
ターゲット Maua市の住民

資境問題の調資・分析

@地域の環境問慰の発掘・分析、実行可能なプ
内容 ログラムの検討

-住民が運営可能な小規模産業の検討

環境分野への活動

@小中高生会対象としたペットボトルリサイ

クルの教育{リサイクルから生まれる生地に

よるTシャツの製造・販売)
@ベットボトルのリサイクルシステムの構築

@子行との協力体制jの構築(回収箱の設霞と回収
司王の自己準)

社会経済分野への活動

-ベットボトルリサイクルを元にした地域に

おける小規模産業の育成

-機材のE整備
.Tシャツ作り、逮営方法、在感管理、顧客関
拓などのノウハウの教育

-リサイクJレが活発に行われ、水辺の環境が改
成果 喜子し、住民意識も向上した

• i活動を通じた小規模産業経営に劉するノウ
ハウが替積され、産業が軌道にのりつつある

本プログラムの特徴は、地域の環境問題の歌

善活動と地域の小規模産業育成計画を現実的

なプロセスを通じて地域住民とともに作成し

たことにあり、本プログラムから得られた知見

は以下のとおりである。

a地域とターゲットグループを限定した括動

を行ったことで、ベットボトノレ回収活動に

おける市、住民、 NGOの良好な関係とリサ

イクルシステムが構築され、環境改善と環

境教育の普及がなされた。

聞このプログラムで確立されたリサイクノレシ

ステムには、金銭的なインセンティブがな

く、環境改善に対する住民の理解と高い意

識により維持されている。

回調査から環境改善と教育を含めたリサイク

ノレシステムが機能し、小規模産業が脊成さ

れるまで約2年間であった。

繍NGOによる技術移転ときめ細かい継続的

なサポートにより、プログラムの内容が充

実し質が向上した。

銅活動範囲が小規模で、かっ地域の特性を活

かしたプログラムであるため、そのままの

形での大きな波及効果は望めない。

5. 結論

本報告の結論として、以下から環境教育の効

果と必要性を確認することが出来る。

網実習で策定されたアクションプランが実際

の水質改善活動として採用されたり、環境

教育による住民の意識向上が水辺の環境改

善に寄与するなど、環境教育のもつ環境改

善効果を事例を通じ確認、できた。

臨環境意識が高いグループや地域では、環境

改善活動が活発化し、その質、実践性とも

に高いことがわかり、環境意識の向上に資

する環境教育の必要性が確認できる。

一方、環境教育が抱える課題を以下に示すo

m環境教育の実施主体にはそれぞれに長所と

短所がある。したがって、環境教育の効果

をあげるためにはそれぞれの特徴を活かし

た形での協調した活動が必要である。

銅環境教育プログラムの環境改善に与える効

果が明示されていないため、環境教育が継

続的に実施されなかったり、環境教育を受

けた住民の意見が行政へ皮映されない現状

がある。したがって、環境教育の環境改善

への寄与度を明示あるいは定最的に示すこ

とが可能な評価手法の整備が必要である。

おわりに、白本の支援による水環境改善プロ

ジェクトにおける環境教育のあり方について

以下の点を提言する。

a環境教育をパッケージ化し、かつ継続的な

活動を可能にする支援スキームの確立

周環境教育の実施主体がもっ長所を活かした

(大学や行政機関と NGOの役割分祖)環

境教育のあり方に関する検討とモデルプロ

ジェクトの実践

6. おわりに

本報告は、「グアナパラ湾の環境に関する管

理および改善調査jにより得られた知見の一部

を関際協力事業団の了承を得て発表するもの

である。発表にあたり尽力を頭いた関係各位に

対し、記して謝意を表する。
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